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「
ザ
昭
和
歌
謡
団
」の
団
長
勝

谷
清
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ザ
昭
和
歌
謡
団
は
、

春
日
部
市
在
住
の
音
楽
仲
間

が
集
ま
っ
て
平
成
23
年
４
月
に

結
成
し
た
バ
ン
ド
で
す
。
仕
事

の
傍
ら
、
仲
間
同
士
が
時
間
を

作
り
練
習
を
重
ね
「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
Ｄ

ａ
ｙ
か
す
か
べ
」
な
ど
地
元
の
音

楽
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
も
演
奏
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
10
人
編
成

で
フ
ロ
ン
ト
女
性
ボ
ー
カ
ル
３

人
と
い
う
大
型
バ
ン
ド
で
す
。

昭
和
黄
金
時
代
に
活
躍
し
た

女
性
シ
ン
ガ
ー
の
曲
を
中
心
と

し
て
、
歌
謡
ポ
ッ
プ
ス
約
20
曲

ほ
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

ザ
昭
和
歌
謡
団
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
Ｄ
ａ
ｙ
か
す
か

べ
」
は
、「
ジ
ャ
ズ
で
ま
ち
な
か

に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
周
辺
の
商
店

会
が
連
携
し
、
地
域
に
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、

商
店
の
販
売

促
進
効
果
と

ジ
ャ
ズ
文
化

（
音
楽
文
化
）

の
浸
透
を
図

る
こ
と
を
目

的
に
行
な
う

事
業
で
す
。

今

年

は
、

「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
Ｄ
ａ

ｙ
か
す
か
べ
」

が
記
念
す
べ

き
10

周
年
を

迎
え
ま
す
。

11
月
５
日(

土)

に
ふ
れ
あ
い

キ
ュ
ー
ブ
で

開
催
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

実
は
勝
谷
さ
ん
の
本
業
は
広
告
代

理
店
業
務
で
、「
創
栄
広
告
」
と
い
う
会

社
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
所
に

は
、
今
ま
で
手

掛
け
て
き
た

作
品
が
所
狭

し
と
飾
っ
て

あ
り
ま

し

た

。

本

業
の

ス

キ

ル

を
活
か

し
て

ザ

昭
和
歌

謡

団
の

広
告
物

な

ど
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。

勝
谷
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
Ｑ

Ｒ
動
画
に
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
㈲
か
い
し
ゃ
ご
っ
こ

有
美
）

筆
者
が
朝
河
貫
一
（
一
八
七
三

―
一
九
四
八
）の
存
在
を
知
っ
た
の

は
、
今
か
ら
十
年
余
り
前
に
福
島

県
二
本
松
を
訪
れ
た
時
で
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
時
の
二
本
松
少
年
隊
の

戦
跡
と
霞
ケ
城
址
を
見
学
後
、
Ｊ

Ｒ
二
本
松
駅
近
く
の
歴
史
資
料
館

に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
に
理
知
的
な

学
者
然
と
し
た
風
貌
が
印
象
的
な

「
朝
河
貫
一
博
士
肖
像
画
」
が
飾
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
場
で
「
郷
土
の
生

ん
だ
世
界
的
歴
史
学
者
‐
朝
河
貫

一
博
士
」
と
い
う
小
冊
子
を
入
手

し
、
帰
り
の
新
幹
線
車
中
で
読
み
、

そ
の
偉
大
な
足
跡
に
深
い
感
銘
を

受
け
た
。
朝
河
貫
一
は
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
、
旧
二
本
松
藩
砲
術

師
範
朝
河
正
澄
の
長
男
と
し
て
出

生
し
た
。
貫
一
と
は
「
論
語
」
の
「
我

が
道
、
一
を
以
て
之
を
貫
く
」
か
ら

命
名
さ
れ
た
と
い
う
。
幼
年
時
よ

り
学
業
に
優
れ
た
貫
一
は
、
福
島

県
尋
常

中

学

（

現

県

立
安
積

高

校

）

に
進
学

し
抜
群
の
成
績
を
残
し
て
い
る
が
、

特
に
英
語
力
に
優
れ
辞
書
を
暗
記

す
る
と
覚
え
た
ペ
ー
ジ
は
破
り
捨

て
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ

て
い
る
。
中
学
を
首
席
で
卒
業
後

は
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大

学
）
に
進
学
し
、
こ
こ
で
も
首
席
で

卒
業
、
大
隈
重
信
、
徳
富
蘇
峰
等
の

援
助
で
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、

米
国
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
に
留
学
し

た
。
同
大
学
を
首
席
で
卒
業
し
、
次

い
で
イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院
に
進

学
し
て
歴
史
学
を
専
攻
、
明
治
三

六
年
（
一
九
〇
二
）に
博
士
号
を
授

与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
母
校
ダ
ー
ト

マ
ス
大
学
講
師
を
経
て
イ
ェ
ー
ル

大
学
助
教
授
、
准
教
授
と
な
り
、
昭

和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
、
外
国
の

大

学

に

お

い

て

日

本

人

と

し

て

初

め

て

教

授

に

昇

進

し

た
。
こ
の

間
、
東
西

交
渉
史
、

日

本

文

化
史
、
東

西
比
較
法
制
史
な
ど
の
分
野
で
赫
々

た
る
業
績
を
上
げ
て
欧
米
の
学
界

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

日
露
戦
争
に
際
し
て
は
日
本
の
立

場
を
擁
護
し
た
が
、
戦
争
後
の
日

本
の
傲
慢
な
対
外
政
策
を
批
判
し
、

そ
の
将
来
を
憂
い
る
書
「
日
本
の

禍
機
」
を
著
し
て
い
る
。
さ
ら
に
時

代
を
経
て
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平

洋
戦
争
に
至
る
過
程
で
も
、
日
本

の
無
謀
と
も
い
え
る
対
外
政
策
を

憂
慮
し
、
日
本
の
識
者
や
知
人
に

意
見
書
を
送
り
、
戦
争
回
避
の
必

要
性
を
訴
え
続
け
た
。
な
か
で
も
、

日
米
開
戦
回
避
の
た
め
に
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
か
ら
天
皇
宛
て
親

書
の
送
付
を
働
き
か
け
、
そ
の
草

案
を
起
草
し
た
こ
と
は
、
功
を
奏

さ
な
か
っ
た
と
は
い
え
特
筆
に
値

す
る
。
米
国
政
府
は
戦
争
中
も
彼

の
学
識
と
思
想
に
敬
意
を
払
い
、

そ
の
自
由
と
安
全
を
保
障
し
た
と

い
う
。
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）

貫
一
は
病
を
得
て
急
逝
し
た
が
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
で
は
大
学
葬
を
挙

行
し
て
彼
の
功
績
に
報
い
た
。
昨

年
、
小
説
「
維
新
の
肖
像
」（
安
部
龍

太
郎
著
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
戊
辰
戦

争
を
二
本
松
藩
士
と
し
て
戦
っ
た

父
・
朝
河
正
澄
と
太
平
洋
戦
争
へ

と
突
き
進
む
祖
国
日
本
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
続
け
た
子
・
朝
河
貫
一
を

主
人
公
に
し
た
物
語
で
あ
る
。
好

著
で
あ
り
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

匠
の
街
春
日
部
か
わ
ら
版

発行 ㈱コーワ

編集 共栄大学発ベンチャー

㈲かいしゃごっこ
編集長 藤本有美

「春日部匠の輪」-51- ザ昭和歌謡団 団長 勝谷 清一 様
か つ や

【
筆
者
紹
介
】

内
藤
徹
雄
。
共
栄
大

学
名
誉
教
授
（
元
副

学
長
）、全
国
歴
史
研

究
会
会
員
、
専
門
は

国
際
経
済
、
国
際
金

融
。
中
学
時
代
よ
り

「
趣
味
は
歴
史
」
を
貫

き
、
現
在
も
歴
史
探

訪
を
続
け
る
。

「
歴
史
を
歩
く
」
第
四
十
六
話

日
米
開
戦
回
避
に

尽
力
し
た
朝
河
貫
一

旧福島県尋常中学校（現安積歴史博物館）

朝河 貫一
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教
育
現
場
で
は
、
文
部
科
学
省
が
、
小

学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必

修
化
を
検
討
す
る
と
発
表
し
た
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導

要
領
に
教
え
る
内
容
を
盛
り
込
む
方

向
で
議
論
す
る
。
技
術
の
進
化
が
飛
躍

的
に
進
む
中
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
の
育
成
が
重
要
と

判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

５
月
に
も
有
識
者
会
議
を
開
き
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
新
教
科
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
理
科
や
算
数
と
い
っ
た
今
あ

る
教
科
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
を
話

し
合
う
見
込
み
と
の
こ
と
。
現
在
の
小

学
校
で
は
、
課
外
活
動
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
画
面
上
の
イ
ラ
ス
ト
等
を
動
か
す
と

い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
は
あ
る

が
、
授
業
で
教
科
と
し
て
教
え
て
は
い

な
い
。

文
部
科
学
省
は
、
中
学
、
高
校
で
も
拡

充
を
検
討
す
る
。
現
在
の
中
学
校
で
は

「
技
術
・
家
庭
」
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
教
え
て
い
る
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
な
ど
新
し
い
内
容
を
追
加

し
た
い
考
え
。
高
校
で
は
、
現
在
は
選

択
科
目
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

学
ん
で
い
る
生
徒
は
全
体
の
２
割
だ
と

い
う
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
必
修
科

目
の
学
習
項
目
に
入
れ
る
方
針
だ
。

小
中
高
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
必
修
化
は
、
政
府
の
産
業
競
争
力

会
議
で
示
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
に
盛

り
込
ま
れ
た
。

最
近
、
赤
と
黒
の
コ
ー
ド
が
プ
ラ
ス

と
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
を
知
ら
な

い
小
中
学
生
が
多
く
驚
く
こ
と
が
多

い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
人
工
知
能
の
時
代
、
何
か

が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た

と
こ
ろ
の
朗
報
で
あ
る
。

（
匠
の
街
か
わ
ら
版
編
集
室
）

６
月
18
日（
土
）に
共
栄
大
学
で
第
13

回
目
と
な
る
「
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
共
栄
大
学
教

育
学
部
の
３
年
生
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

６
月
か
ら
午
前
は

「
電
子
工
作
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ー
ス
」
、午
後
は
「
キ
ッ

ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー

ス
」
の
２
つ
に
コ
ー
ス

を
分
け
ま
し
た
。

電
子
工
作
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ス
は
、こ
ど

も
用
パ
ソ
コ
ン
「Ichig

oJ
am

」
を
使
っ
て

B
A
S
IC

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
!!
最
初
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
点
灯
な
ど
の
簡
単
な
も
の
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー

ム
を
作
っ
た
り
、
モ
ー
タ
ー
を
動
か
せ

る
よ
う
に
段
々
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
。

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
が
開
発
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「s

cra
tch

」
や
文

科
省
が
公
開
し
て
い
る
初
等
教
育
用

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
」
な

ど

を
活

用

し
た

授
業

を

行
っ

て

い
ま
す
。

作
る
喜
び
や
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
感
動
を
体

験
す
る
中
で
、
お
子
様
の
集
中
力
や
達

成
感
、
想
像
力
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
表
面
広
告
よ

り
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
㈲
か
い
し
ゃ
ご
っ
こ

有
美
）

第
13
回
キ
ッ
ズ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
レ
ポ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
最
前
線
⑨

武
里
駅
西
口
か
ら
徒
歩
１
分
。
カ
ラ

オ
ケ
居
酒
屋
リ
リ
ー
さ
ん
は
落
ち
着

い
た
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
お

店
で
す
。２
０
１
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

今
年
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
お
洒
落

な
扉
を
開

け
る
と
オ
ー

ナ
ー
の
室

伏
善
恵
さ

ん
と
女
性

ス

タ
ッ
フ

さ
ん
が
素

敵
な
笑
顔

で
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

店
名
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
室
伏
さ
ん
が

覚
え
や
す
く
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
百
合
の
花
を
英
語
表
記
に
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
営
業
時
間
は
、17
時
半

～
22
時
ま
で
。
営
業
時
間
が
短
い
代
わ

り
に
定
休
日
は
設
け
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

焼
酎
、サ
ワ
ー
、ハ
イ
ボ
ー
ル
な
ど
常

連
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
た
お
酒
を

豊
富
に
取
り
揃
え
て
お
り
、
ボ
ト
ル
キ
ー

プ
さ
れ
る
お
客
様
が
多
い
そ
う
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
も
１
曲
１
０
０
円
か
ら
と

良
心
的
な

価
格
設
定

で
、カ
ラ
オ

ケ
チ
ケ
ッ

ト
等
を
購

入
す
る
必

要
が
な
く
、

現
金
払
い

で
き
る

の

で

、

便
利
と

の
こ
と

で
す
。

店

内

に

は

、

ギ
タ
ー

が
置
い

て
あ
り
、
演
奏
が
で
き
る
お
客
様
は
、

好
き
な
曲
を
弾
き
語
り
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
珍
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

20
代
～
70
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の

お
客
様
が
訪
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
居
酒
屋

リ
リ
ー
に
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
㈲
か
い
し
ゃ
ご
っ
こ

有
美
）

春
日
部
食
道
楽
㉘

カ
ラ
オ
ケ
居
酒
屋
リ
リ
ー

カラオケ居酒屋リリー
春日部市大場1090 ☎(048)795-6090
【営業時間】PM 17:30 ～ PM 22:00
【定休日】特になし


